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ふりがな      もり  ひろあき 

氏 名    森 啓明 

 

1. 学歴 

2006年  3月  筑波大学国際総合学類 卒業 

2008年  3月  一橋大学経済学研究科修士課程 修了 

2009年  12月  ペンシルベニア大学経済学研究科修士課程 修了 

2016年  10月  ウェスタンオンタリオ大学経済学研究科博士課程 修了 

 

2. 職歴・研究歴 

2016年  3月  一橋大学経済学研究科応用経済専攻 特任助教  

2016年  4月  一橋大学経済学研究科応用経済専攻 講師 

 

3. 学内教育活動 

A. 担当講義名 

（a） 学部学生向け 

労働経済学 

基礎ゼミ 

 

C. 講義およびゼミナールの指導方針 

基礎ゼミ：因果推論の基礎を分かりやすく伝えて，社会科学における実証研究に対する学生の興味を高めることを

目標とする。統計解析向けのプログラミング言語である R を使って，過去の研究に用いられたデータを再解析し，

その結果を議論する。 

労働経済学：労働経済学の基礎理論を学び，最低賃金制度や勤労所得税額控除といった労働政策の分析に応

用することを目指す。日本や他の先進諸国のデータを使った実証研究を数多く紹介し，理論の妥当性を議論する。

このため，計量経済学の基礎についても分かりやすく解説する。 

 

4. 主な研究テーマ 

1) 高齢期における人的資本の変遷 

2) 幼少期における健康問題が技能蓄積に与える影響 

研究分野：労働経済学 

キーワード：人的資本，高齢化 

 

5. 研究活動 

A. 業績 

（b） 論文（査読つき論文には*） 

* "Ageing and the skill portfolio: evidence from job based skill measures"（共著）Journal of the Economics of 

Ageing, Vol. 7, April 2016, pp. 89-103. 学術雑誌 
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B. 最近の研究活動 

（a） 国内外学会発表（基調報告・招待講演には*） 

"The long reach of childhood health on skills: task-based evidence" (Annual Conference of the Canadian Economic 

Association) 2014年 5月 Simon Fraser University, Vancouver, BC, Canada 

"Ageing and the skill portfolio: evidence from job based skill measures" (Human Capital and Aging Workshop) 

2015年 4月 Harvard University, Cambridge, MA, USA 

"Childhood health and lifecycle human capital formation" (Michigan-Michigan State- Western Ontario Joint Labor 

Day Conference) 2015年 5月 University of Michigan, Ann Arbor, MI, USA 

"Childhood health and lifecycle human capital formation" (Annual Conference of the Canadian Economic 

Association) 2015年 5月 Ryerson University, Toronto, ON, Canada 

"Specificity of Health Capital" (Annual Conference of the Canadian Economic Association) 2016 年 5 月 

University of Ottawa, Ottawa, ON, Canada 

"Childhood health and lifecycle human capital formation" (Econometric Society North American Summer Meeting) 

2016年 6月 University of Pennsylvania, PA, USA 

"Childhood health and lifecycle human capital formation" (Econometric Society Asian Meeting) 2016 年 8 月 

Doshisha University, Kyoto, Japan 

 

7. 学外活動 

（b） 所属学会および学術活動 

日本経済学会，Canadian Economic Association, American Economic Association 

 


